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満
漢
文
御
製
親
征
朔
漠
方
略
の
刊
行

フ
ッ
ク
ス
氏
論
文
婁
略
－
―

　
　
　
　
　
　

一

　

朔
漠
方
略
に
は
満
文
本
と
漢
文
本
と
の
二
つ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ

の
刊
行
年
に
‘
就
い
て
考
へ
て
見
る
と
、
満
文
本
の
序
に
は
年
狭
の
記
入

加
な
く
表
の
方
に
康
煕
四
十
八
年
十
二
月
十
九
日
の
日
付
が
あ
る
。
反

對
に
良
文
本
で
は
序
に
康
煕
四
十
七
年
七
月
初
九
日
の
日
附
が
あ
っ
て

表
の
方
に
は
日
附
の
記
入
が
な
い
。
四
庫
仝
書
總
ロ
、
國
朝
宮
史
、
故

宮
殿
本
書
庫
現
存
目
、
そ
れ
か
ら
東
華
鎧
、
穴
蜂
、
な
ど
は
何
れ
も
四

十
七
年
の
方
を
刊
行
年
と
し
て
探
り
、
ひ
と
り
清
文
本
を
取
り
扱
っ
仁

満
文
書
籍
聯
合
目
録
の
み
が
四
十
八
年
の
方
に
従
っ
て
ゐ
る
。
然
し
穴

は
こ
れ
ら
の
年
魏
は
何
れ
も
穴
際
の
刊
行
年
で
は
な
い
。
私
は
今
こ
Ｉ

に
二
つ
の
新
資
料
を
提
供
す
る
。

　
　
　
　
　
　

二

　

そ
の
一
つ
は
北
京
劉
詩
孫
氏
の
所
蔵
に
な
る
御
製
親
征
朔
漠
紀
略
の

試
譚
本
と
も
揺
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
一
本
、
三
十
七
葉
、
朱
刷
り
。

第
一
葉
の
タ
イ
ト
ル
に
「
聖
駕
親
征
鳴
爾
旦
方
略
」
と
あ
り
、
柱
に
は

　

「
親
征
方
略
」
の
四
字
が
あ
る
が
、
こ
の
内
容
は
賞
は
｛
朔
漠
方
略
｝

中
の
「
朔
漠
紀
略
」
に
富
る
も
の
、
朔
漠
紀
略
の
前
身
と
も
見
名
可
き

も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
ｓ
に
寫
曼
で
示
す
迪
り
、
本
書
第
三
十

七
葉
の
裏
、
印
ぢ
最
終
の
と
こ
ろ
に
「
杭
州
織
造
郎
中
加
一
級
臣
散
蹟

合
恭
譚
敬
刊
」
と
あ
り
、
そ
の
横
に
「
翰
林
院
編
纂
臣
凌
紹
隻
恭
訂
」

と
朱
筆
で
書
き
足
さ
れ
て
ゐ
る
。
如
何
様
本
書
内
に
は
到
る
處
、
塗
抹

改
訂
の
筆
が
入
れ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
改
訂
さ
れ
た
文
言
は
後
の
朔
漠

紀
略
に
蔀
秤
近
い
も
の
で
あ
る
。
満
文
朔
漠
紀
略
と
本
書
と
そ
れ
か
ら

決
定
版
朔
漠
紀
略
と
を
探
っ
て
見
る
と
、
満
文
か
ら
本
書
へ
、
そ
れ
か

ら
決
定
版
へ
の
纒
路
が
明
瞭
で
あ
る
。
本
書
を
以
て
試
譚
本
と
将
す
る

所
以
で
あ
る
。
本
書
の
作
者
燕
紹
合
は
満
人
に
相
違
な
い
が
。
私
の
捜

索
し
記
限
ｂ
に
於
い
て
は
彼
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
仝
く
判
明

し
な
い
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
朔
漠
方
略
編
纂
の
開
係
者
名
中
に
も
彼

の
名
は
見
富
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
萱
扁
合
本
の
改
訂
者
凌
紹
委
は
朔

漠
方
略
編
纂
の
副
總
裁
の
一
人
と
し
て
二
格
と
供
出
す
る
人
物
で
あ

る
。
然
し
彼
の
傅
に
就
い
て
も
詳
細
は
判
明
し
な
い
。

　

聖
駕
親
征
鳴
爾
旦
方
略
が
清
文
本
か
ら
楷
課
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
に

は
、
特
に
興
深
い
も
の
が
あ
る
。
私
の
見
る
限
り
に
於
て
は
康
煕
時
代

に
滋
文
本
か
ら
漢
文
本
が
作
ら
れ
仁
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。
百
二
老
人

言
録
や
満
洲
祭
紳
祭
典
級
は
満
文
本
か
ら
漢
文
本
が
作
ら
れ
て
は
ゐ
る

が
、
こ
れ
等
は
康
煕
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
然
し
私
は
康
煕
時
代
に
作

ら
れ
仁
他
の
方
略
、
例
へ
ば
平
定
三
逆
方
略
、
平
定
羅
刹
方
略
、
平
定

海
寇
方
略
、
平
定
察
吟
爾
方
略
の
如
き
も
矢
張
り
原
本
は
満
文
本
で
、

漢
文
本
は
そ
の
靉
課
だ
と
言
ひ
得
る
と
信
す
る
。
何
故
か
な
れ
ば
征
討

に
従
っ
た
軍
の
高
官
は
大
抵
浦
人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
満
人
の
報
告
こ
そ
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．
は
方
略
編
纂
の
根
本
資
料
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　

。

　

次
に
私
は
数
絹
合
本
、
印
も
「
聖
駕
親
征
鳴
爾
旦
方
略
」
と
、
漢
文

朔
漠
紀
略
、
即
ち
「
御
製
親
征
朔
漠
紀
略
」
と
そ
れ
か
ら
こ
れ
等
雨
者

の
原
本
で
あ
る
満
文
朔
漠
紀
略
即
ち
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
-
i
　
　
　
ａ
ｒ
ａ
ｈ
ａ

　
　
ｂ
ｅ
ｙ
ｅ

　
ｖ
ｖ
ａ
ｒ
ｇ
ｉ

　

ａ
ｍ
ａ
ｒ
g
i
　
ｂ
ａ
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｉ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｈ
ａ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
＾
ｏ
Ｓ
ｏ
ｈ
ｏ
ｎ
と
の
三
つ
を
比
較
し
て

見
よ
う
と
思
ふ
。
以
下
満
文
本
を
Ａ
、
赦
扁
合
本
を
Ｂ
、
漢
文
紀
略
を

Ｃ
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。
（
習
侃
鮫
に
）

　
　
　
　
　
　

Ξ

　

資
料
の
第
二
。
最
近
私
は
北
京
で
二
十
珊
か
ら
な
る
満
文
畢
定
朔
漠

方
略
の
試
刷
本
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
種
の
資
料
は
未
だ
１
　
つ
て
語
ら

れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
寫
價
で
示
す
通
り
モ
ト
刷
り
、
つ

ま
り
試
刷
本
に
は
相
富
の
誤
り
が
あ
る
。
こ
れ
を
朱
筆
で
訂
正
し
、
更

に
そ
の
訂
正
し
た
文
言
だ
け
を
版
に
起
し
て
、
こ
れ
を
小
紙
片
に
印
刷

し
、
本
の
天
部
に
貼
附
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
木
版
印
刷
の
校
正
過
程

を
如
賞
に
示
す
も
の
と
し
て
特
に
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　

先
述
す
る
が
如
く
、
朔
漠
方
略
の
日
附
は
漢
文
本
序
の
四
十
七
年
七

月
九
日
と
満
文
本
表
の
四
十
八
年
十
二
月
十
九
日
と
で
あ
る
。
之
等
日

附
の
多
く
は
原
稿
の
完
成
し
た
際
の
も
の
と
見
ら
る
可
き
も
の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
こ
の
場
合
、
漢
文
本
が
四
十
七
年
に
出
来
上
っ
た
と
考

へ
る
こ
と
は
安
富
で
な
い
。
漢
文
の
衷
に
は
成
程
年
月
日
の
記
入
は
な

い
が
、
然
し
こ
の
表
の
中
に
「
復
蒙
御
製
于
簡
端
」
の
句
が
あ
る
。
こ
れ

は
漢
文
本
の
完
成
が
、
御
製
の
日
附
よ
り
は
更
に
後
に
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

徘
っ
て
清
文
本
の
完
成
を
考
へ
る
に
、
表
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
明
ら
か

に
四
十
八
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
私
は
今
こ
ｓ
に
試
刷
本
と

い
ふ
一
新
資
料
を
提
供
し
た
。
如
斯
き
校
正
の
手
段
を
経
、
幾
百
部
か

幾
千
部
か
の
ホ
ン
刷
り
が
出
来
上
る
ま
で
に
は
相
富
し
か
る
可
き
時
日

を
嬰
す
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
で
画
ら
う
。
私
は
今
こ
ゝ
に
、
満

文
朔
漠
方
略
の
刊
行
年
月
と
し
て
新
に
康
煕
四
十
九
年
を
提
ぎ
し
よ
う

と
思
ふ
。
漢
文
本
の
刊
行
年
月
に
就
い
て
は
確
言
を
憚
る
が
、
然
し
そ

の
已
に
序
の
年
月
を
以
て
し
得
な
い
こ
ど
は
前
逍
の
通
り
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
は
一
私
案
で
あ
る
が
、
満
文
本
の
刊
行
に
際
し
て
序
の
年

月
日
記
入
を
訣
い
た
と
同
様
に
、
漢
文
本
刊
行
に
際
し
て
も
亦
、
表
’
の

年
月
日
記
入
を
訣
い
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
序
と
表
と
の
年
月
日
は
満
漢
文
に
迦
す
る
も
の
と
見
る
の
で
あ
る

。
且
つ
又
漢
文
本
に
あ
っ
て
は
、
決
定
版
紀
略
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に

放
扁
合
本
の
如
き
が
試
譚
刊
行
さ
れ
た
り
し
て
ゐ
て
、
そ
の
決
し
て
早

く
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
。
私
は
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
文

本
の
刊
行
も
矢
張
り
四
十
九
年
に
見
倣
し
て
よ
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。

　

肯
絡
｡
£
?
N
に
、
論
文
試
刻
本
の
誤
刻
に
就
い
て
一
言
す
る
な
ら
ば
、
誤

刻
の
原
因
は
刻
匠
が
満
人
で
は
な
か
っ
た
、
漢
人
で
あ
っ
た
、
殆
ん
ど

或
ひ
は
全
く
満
語
を
解
し
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
掃
せ
ら
れ

る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
れ
は
誤
刻
の
多
く
が
大
概
愚
か
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
、
例
へ
ば
ｏ
の
代
り
に
Ｉ
、
ｒ
の
代
り
に
Ｗ
、
ｅ
の
代
り
に
ａ

の
如
き
で
あ
る
鮎
に
於
い
て
認
め
得
よ
う
。
そ
し
て
又
こ
の
誤
刻
の
頁

は
全
部
が
改
刻
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
-
l
.
>
-
て
、
誤
刻
文
字
の
所
だ
け
が

改
刻
嵌
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。
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